「 何だろう、 あれ は。 …… あそこ を 見た まえ、 何 

だか しらないが、 大きな まるい 球が ある。 あの 沢の 

曲った ところ だ。 見えない かい、 君た ちに は …… 」 

しもて 

彼 はお どろき を こめて、 前へ のりだしながら 下手 を 

指さした。 

「なるほど。 見える よ。 大きな 球 だ。 ぴかぴか光って 

いるね。 金属 球 だ」 

「ふしぎ だ。 とにかく そばへ 行って みょう」 

「おいおい、 待ちた まえ。 あれ は 危険な もの じ やない 

ゝ I 

力」 

きらい 

「そういえば、 昔の 写真に 出て いる 機雷み たいな 形 を 



アイ. ボルトが 何 本 か うちこん である。 一同 は その ま 

ゎリを まわ つてみ た。 

「や、 字が 書いて ある」 

たしかに 字が 書いて ある。 書いて あると いうより、 

さんすい そえん 

字 を 酸 水素 焰か なんかで 焼きつ けて あると いった 方が 

正しいで あろう。 

X 取扱注意、 扉 A を 開け x 

それだけの ことが 書いて ある。 

はて、 この 球 は 一たい 何であろう。 



中から 火星人の 手紙 かなん か 入つ てい るん じ やな 

い？」 

「火星から じ やない よ。 だ つて このと おり X 取扱注意、 

扉 A を 開け X と、 日本 文字で 書いて あるんだ から、 こ 

れは 日本で こしらえ たものに ちがいない」 

「早く、 その 扉 A というの を あけて みた 方が よかない 

でしよう か」 

「そうだ。 それが いい。 そうしょう」 

扉 A というの は どこかと、 球の 表面 を さがしまわつ 

た 結果、 後の方に 半ば 土に うず もれて x 扉 A X と 書い 

て ある ものが 見つかった。 土 を 掘って みると、 扉 A は 



たると きょり 一 一十 年 以上た つ ている こと をた しかめた 

後、 この 少年 を 冷凍 球の 中から とりだして いただきた 

い。 それ は むずかしい ことで はない。 この 底の B とし 

るした 金属 板 を 焼きき ると、 その 中には 電気の プラグ 

が ある。 その プラグ へ 五十 サイクル 交流 電気 を 百 ボル 

トの 電圧で 供給 すれば、 四十 八 時間 後に は、 自動的に 

球が ひらいて、 小 杉正吉 少年が 出て 来る であろう。 そ 

れ までの 四十 八 時間 は、 静かに この 球 をお く 以外に 何 

も 手 を 加えて はならない。 

昭和 一 一十一 一年 八月 十三 曰 

氺 



五 トン ぐら いのもの がらく に 持ち あがる へ リコ プタ— 

しさ ゅラ 

(竹とんぼ 式 飛行機) を 一 台 至急 ここまで まわして く 

れ るよう に、 航空 商会の 千代 田 支店に 頼んだ。 

二十 分 ほどす ると、 空から 一台のへ リコ プタ ー が ゆ 

う ゆうと 下りて 来た。 頼んだ、 のりものであった。 力 

ンノ 博士た ち は、 ハンカチ— フを ふった。 

着陸した ヘリ コプタ ー の 貨物 庫の 中に、 金属 球 を 入 

れた。 それから 博士た ち は 客席へ 入った。 ヘリ コプ 

タ ー は 間もなく 離陸して、 東京へ 向った。 

とちゅう 相談の 結果、 拾った 金属 球 はャク 大学の 生 

理学部の 大 講堂へ 持込み、 そこで 開く ことにき めた。 



る ものだった。 こんな、 ついたて を 用いた わけ は、 金 

属 球の 中から 出て 来る はずの 小 杉正吉 少年 を、 あまり 

たくさんの 見物人の ためにび つ くり させない ための 心 

づ かいだった。 

カン ノ 博士と あと 五 人の 人 だけが ついたての 中に 

入った。 そして 金属 球の 扉 A の 中に あった 注意書のと 

おり、 その 底 を やぶって 電気の プラグ を 出し、 それに 

指定 ど おりの 交流 電気 を 送り こんだ。 それ はちょう ど 

午前 十 時 だ つ た。 

その 翌々 日の 午前 十 時に、 みんなが 手に、 あせに ぎつ 

ている うちに、 その 球が ひらく ように、 しずかに 四つ 



びた だしい 原子爆弾が 用意され ました。 そのと き 世界 

の 学者が 集って 組織して いる 連合 科学 協会と いうの が 

あって、 そこから 大 警告 を 出した のです。 それ は 二つ 

の 重大な ことがらでした」 

「どういうんで すか、 その 重大 警告と いうの は …… 」 

「その 一 つ はです ね、 いま 戦争 を はじめよう とする 両 

国が 用意した おびただしい 原子爆弾が、 もし ほんとう 

に 使用され た ときには、 その 破壊力 はとても すごい も 

のであって、 そのために われらの 住んで いる 地球に ひ 

びが 入って、 やがて いくつかに 割れて しまう であろう _ 

そんな ことがあって は、 われわれ 人間 はもち ろん 地球 



上の 生物 は まもなく 死に絶え るだろう。 だから、 そう 

いう 危険な 戦争 は 中止す ベ きで ある と いうので 

す」 

力 ニザヮ 東京 区長 は、 そう 語りながら、 ハンカチ— 

フを 出して、 顔の 汗 をぬ ぐった。 おそらく 氏 は、 その 

ま— つまつ 

戦争 勃発 一 歩 前の 息づ まるよう な 恐怖 を、 今 またお も 

いだした からであろう。 

「で、 戦争 は 起った のです か、 それとも …… 」 

「もう 一 つ 重大な ことがら は」 

と 区長 は 正吉の 質問に はこた えず、 さっきの 続き を 

40. ン」 こ。 
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「連合 科学 協会 員 は 最近 天空 においてお どろくべき 観 

測 をした。 それ はどうい うこと であるか というと、 わ 

が 地球 を ねら つ てこ ちらへ 進んで くる ふしぎな 星が あ 

ると いう こと だ。 それ は 彗星で はない。 その 星の 動き 

ぐあいから 考える と、 その 星 は 自由 航路 を とっている- 

つまり、 その 星 は、 飛行機 や ロケット などと 同じよう 

に、 大宇宙 を 計画的に 航空して いるの だ」 

「へえ ー ッ。 すると その 星に は、 やっぱり 人間が 住ん 

でいて、 その 人間が 星 を 運転して いるんで すね」 

「ま、 そうでし ようね —— だから われわれ は、 一 刻 も 

ゆだんが ならない というの です。 その 星 はわが 太陽系 



「それ はいいで すね。 衣料 費が かからなくて いいです 

ね。 昔 は 夏服、 冬服なん どと、 いく 組 も 持って いなけ 

れ ばなら なかったです からね。 ちょうど 布 ぎれ のない 

ときで したから ぼくのお 母さん は、 それ を 揃える のに 

ずいぶん 苦労 をし ましたよ。 ああ、 そういえば、 

ぼくのお 母さん は …… 」 

と、 正 吉は声 をく もらせて、 はな をす すった。 

「どうしました、 正吉 さん」 

と、 大学 病院 長の サ クラ 女史が、 うしろから やさし 

く 正 吉の顔 を のぞき こんだ。 

「ぼく ぼく I 



えた。 

町 は、 天井が 高く、 路面から 三十 メ— トル はあった 

ろう。 そして、 その 天井 は 青く 澄んで、 明るかった。 

まるで 本 ものの 秋晴れの 空が 頭上に あるよう に 思われ 

た。 

ほうでんかん 

「あの 天井に は、 太陽光線と 同じ 光 を 出す 放電管が と 

りつけ て あるので す。 その 下に 紺青 色の 硝子 板が 

はって あります。 ですから、 ここ を 歩いて いると 昔の 

銀 ブラのと きと 同じ 気分が する でしよう」 

「ああ、 あれ はほんと うの 空じゃなかった のです か I 

I うん、 そうだ。 地面の 中に もぐって いて、 青空が 見 



「お母さん、 よく 長生き をして いて くれ ましたね」 

「正吉 や。 お母さん は 一 度 心臓病で 死に かけたん だけ 

じんこうしんぞう 

れど、 人工心臓 をつ けて いただい てこのと おり 丈夫に 

なつたん です よ」 

「人工心臓で すって」 

「見える でしよう。 お母さん は 背中に f 囊 のよう な も 

の を 背お つてい るでしょう。 それが 人工心臓 なのよ」 

正吉は 見た。 なるほど 母親 は、 背中に 妙な 四角い 箱 

を 背お つてい る。 それが 人工心臓 なのか。 正 吉は目 を 

ぱちくり。 



出して くれた 恩人の 一 人で、 有名な 生理学の 権 1! であ 

る。 

「ほんと に 行きたい のかね、 正吉 君」 

カン ノ 博士 は、 人の よさそう な 笑顔で、 正 吉を見 ま 

もった。 

「ぜひ 行きたい のです。 三十 年の ながい 間、 ぼく は 

眠って いて、 知識が うんと おくれて いるので す。 です 

からこん ど は、 今の 世の中で、 一番 新しい もの を 見て 

一 足と びに 学者に なりたい のです」 

正吉 は、 子供ら しい 欲望 をぶ ちまけ た。 

「ほんと に 学者になる つもりなら、 一足と びで はだめ 



その外に つばの ような ものが、 球の 赤道に あたる と 

ころに はまって いる。 そして これ は どこか 風車 か、 

タ ー ビンの 羽根 ににてい る。 

空気の あると ころ をと ぶと き は、 この つばの 羽根が 

はじめ 水平に まわり、 離陸した あと は、 すこしずつ 縦 

力た も な <° 

の 方へ 傾いて いって、 斜めに 空 を 切って あがる、 なか 

なか おもしろい 飛び 方 をす る。 

そして、 もう 空気が ほとんどない ところへ 来る と、 

このつ ばの 羽根が、 球から 離れる。 

きゅう 

その あと は 球 だけと なる。 この 球が ロケット とし 

て、 六 個の 穴から ガス を ふきだして、 空気の ない 空間 



かった ことで、 あぶながる 人 もいた。 学者の 中で も、 

疑問 を もっている 人が あんがい 少なくなかった。 

しかし、 この 新月 号の 設計者で ある、 カコ 技師 は、 

安全な ことに ついては、 他の どの ロケット にも まけな 

いといつ ていた。 そして、 それ を 証明す るた めに、 自 

分 も 機関長と して、 新月 号に 乗組み、 この 探検に 加わ 

る ことと な つ た。 

それで は、 新月 号の 艇長 は、 いったい 誰であろう か。 

これ こそ 宇宙旅行 十九 回と いう 輝かしい 記録 を もつ 有 

名な 探検家 マル モ. ケン 氏であった。 カン ノ 博士 は、 

観測 団長 だ つ た。 



せ いそう けん 

それから 新月 号 はぐん ぐんと 上昇 を 続け、 成層圏に 

突入した。 成層圏 もやが て 突きぬ けそうに な つ て 高度 

二十 キロ メ —， ^ルを 越える あたりで は、 あたり は 急に 

暗くな り、 夜が 来たよう であった。 しかし、 本当の 夜 

が 来たので はなく 空気が すくなく なって、 そのと ころ 

らんはんしゃ かくさん 

では 太陽の 光が いわゆる 乱反射 をして 拡散し ないた め 

に、 あたり は 暗い のであった。 

しかし 太陽 は 上空に、 丸く 輝いて いる。 それ はちよ 

うど 月が 夜空に 輝いて いる に似ていて、 太陽 そのもの 

は 輝いて いるが、 まわり は 明るくな いの だ。 

そのころ 星の 群 は 一 段と 輝き を まし、 黒い 幕の 上に、 



正吉 は、 おどろいた。 放っておけば、 あの人 は、 梁 

の 間から 下へ 落ち、 頭 をく だく ことであろう。 早く 助 

けて やらねば と 思 つ た。 

他の 者 をよ ぶ ひま もない。 正吉 は、 傍 の 柱に とび 

ついて、 サル のように 上への ぼって いった。 木の ぼり 

は 正吉の 得意と すると ころ だ。 

天井まで のぼり 切る と、 あと は 梁 を 横へ つたわって 

進んだ。 まるで サ ー カスの 空中 冒険の 綱 わたりみたい 

だ。 

(早く、 早く。 あの人が 梁から 落ちれば、 もうなん に 

もなら ない) 



「また 地球で、 わし をから かうん だね。 地球の こと は 

もう 棚に あげと きましょう。 さて 今夜の 料理に はね、 

お-つし な 

牡牛の 舌の 塩 づけに、 サラダ 菜 を そえて、 その上に… 

〜」 

「雨ガ エルで も、 とまらせて おくんだ ね」 

正吉 は、 じょうだん をい つて、 食堂から 出て いった。 

ろうか まが かど 

廊下の 曲リ 門のと ころで、 正吉は 大人の 人に、 はち 

あわせ をした。 誰かと 思えば、 それ は 藍色の 仕事 服 を 

着て、 青写真 を 小脇に 抱えて いる カコ 技師であった。 

「あ、 あぶない。 正吉 君、 なに を 急いでい るの かね」 

「いま、 食堂です てきに 甘い もの をた ベて 来たので、 



行つ てきます から …… 」 

「だめ だよ、 正吉 君、 艇長 はい まひるね をして おられ 

る。 一時間ば かり、 誰も 艇長 を 起す こと は 出来ない の 

だ」 

「ああ、 つまらない」 

「つまらな いこと はない よ、 機械 室へ 来た まえ。 これ 

から 偵察 ロケット を 発射 させ るんだ から」 

「偵察 ロケットで すって。 それ は 何 をす る ものです 

ゝ I 

力」 

「本艇 のために、 目の 役目 をす る ロケット だ。 この 口 

でんぱそう じゅう 

ケット に は 人間 は 乗って いない。 電波 操縦す るんだ。 



とにかく 人間 は、 どんなと きに も 元気 をな くして し 

まって はおし まいだ よ。 そうそう、 いま 映画 室で ポパ 

ィ だの ミツ キ ー . マウスの 古い 漫画 映画 をう つして い 

るそう だから、 行って みて 来た まえ。 そして 早く、 に 

こに こ 正 ちゃんに 戻りなさい」 

カコ 技師に いわれて、 正吉 は、 そのこと ばに 従った。 

映画 はお もしろ くて、 おなか を かかえて 笑った。 す 

ぐ そばに、 正 吉ょリ もっと 大きな 声で 笑いつ づける 者 

がいた。 よく 見る と 料理番の キンち やんで あった。 

映画が すむ と、 キン ちゃんが、 室内 競技場へ 行こう 

と、 さそって くれた。 正吉 は、 いっしょに 行った。 そ 



「装甲車と いうと、 どんな ものです か」 

「一種の 自動車 さ。 そして ガソリン ではなく 原子力 ェ 

ン ジンで 動く。 それから 外側が 厚さ 十 センチの 鋼板で 

全部 包んで ある」 

「じゃあ、 戦車です ね」 

「戦車 は 砲 を つんで いる。 これ は 砲 はつんで いない か 

ら、 戦車で はない。 やはり、 装甲車 だ」 

「なぜ こんな 乗物 を 使 うんです か。 敵が いる わけで も 

ない のでしょう。 なぜ そんな 厚い 装甲が いるんで す 

ゝ I 

力」 

いんせき 

「それ はね、 第一に 隕石 を ふせぐ ために、 これく らい 



甲 車に 乗って 上陸す るんだ。 分った かね」 

「なるほど。 隕石に 気をつけな いと、 あぶないで すね。 

すると 私たち は 月世界の 上 を、 この 二 本の 足で 歩かな 

いのです か」 

「歩く こと も 出来る」 

「だって、 隕石が 上から とんで 来て、 大切な 頭が ぐしゃ 

りと やられたん では …… 」 

こ-つて つ 

「ひとりで 歩く 場合に は 鋼鉄の かぶと を かぶ つ て 歩く。 

中く らいの 隕石で は あた つても この かぶとで ふせぐ こ 

とがで きる」 

「ああ、 そんな もの も 用意して あるんで すね」 



て 様子が たいへん かわって いるので、 まだまだ 面 くら 

うこと がた くさん ある はずで あ つ た。 

やがてい よいよ、 月世界に 着陸す る 時間が 来た。 

艇は、 いま 向き を かえ、 月面と 平行に とんで いる。 

雲の 海 附近に かな リ 広い 沙漠 §が あって そこが 着陸に 

便利 だと 知れて いた。 

その 着陸 コ —スに 三度 目に はいった 時に、 艇は 前部 

き やく- 7 ん しゃ 

から ガスの 逆噴射 を 開始し、 だんだん 速度 を ゆるめ 

ると 共に 浮力 をつ けた。 そこら は 操縦のお 手ぎ わ だつ 

た。 そしてつ いに 見事に 雲の 海に 着陸した。 

もし 下手な 着陸 を やれば、 月面に 衝突して、 たち ま 



かたま リ 

ち艇は 一個の 火の 塊 となって、 全員 もろとも 消えて 

なくなる であろう。 

「よかった。 おめでとう」 

「艇長。 おめでとう」 

艇 内に は、 よろこびの ことばが 飛んだ。 

正吉 は、 さっきから 窓に よって、 はじめて 見る 月 世 

たましい 

界の 景色に 魂 を うばわれ ている。 

(ああ、 ずいぶん すごい ところ だな あ。 高い 山、 くら 

い 影、 木 も 草 もない。 これが ほんとの 死の 世界 だ。 空 

はまつ くらだ。 あそこに 輝いて いるの は 太陽ら しい。 

い つ てき 

ここ は 雲の 海 だとい うが、 水 一滴ない。 こんなと ころ 



に 一週間 も暮 したら、 気が へんにな つて 死にた くなる 

だろう な あ) 

だが 正吉 は、 やがて この 死の 国の ような 月世界で、 

ふしぎな 者に めぐりあい、 一 大事 件の 中に まきこまれ 

るな どと は、 夢にも 思って いなかった。 

くうき ふく 

空気 服 

「全員 空気 服 をつ けよ」 



空気 服の 中には 地球 の 上と 同じ ほどの 濃 さ の 空気が 

はいって いる。 そしてた えず 空気 をき れいに し、 不足 

の 酸素 を 補給す る。 空気 服 は 特製の 人造 ゴム または 

け い こう. 5 んぞ くばん 

軽 硬 金属 板で 出来て いて、 外界と 服の 中と は、 完全に 

すきま 

気密 —— つ まり 空気が 逃げ る 穴 や 隙間が な い 。 

それから この 空気 服 は、 かなりの 圧力に たえる よう 

に、 しっかりした 材料で 作られて いる。 

空気 服の 特長 は、 もっと ある。 月世界 は 非常に 寒い。 

そこで 空気 服の 中 は、 いつも 摂氏 十八 度に 温められて 

ある。 

まだ 仕掛が ある。 空気の ない 月世界な どで は、 音 を 



出す ことができない。 音 は 空気の 波で あるから、 空気 

がなければ 音 は 出ない わけ だ。 そうすると、 人と 人と 

は、 声で 話 をす る ことができない。 しかしお たがいに 

思う こと を、 相手に 通ず る ことができな いと 困る。 そ 

ァ J で 空気 服 の 附属 品と して 無線電話 機が とりつけて あ 

きょくちょうたんぱ 

る。 くわしく いうと 極超短波 を 使う 無線電話 機で、 

こうせいき 

耳のと ころに 小型の 高声 器が あり、 のどの 両脇に マイ 

クロ ホンが あたって いて、 空気 服 を 着て いる 人 は 空気 

服の 中で 普通に しゃべれば、 それが マイクロ ホンと 器 

械を 通じて 電波と なり、 他の 人々 の 器械に 感じ、 耳の 

そばの 高声 器から、 ことばと して 聞え るので あった。 



服 を 全員に つけさせ るの だ。 

点検が 行われた。 空気 服の つけ 方が 正しい か 悪い か 

を しらべる の だ。 もし 悪い 者が あると、 すぐつ け 直す _ 

そうして おいて やらない と、 万一 のとき 空気 服が 役に 

立たない。 艇長 マル モ • ケン はす ぐれた 宇宙 探検家で 

まら 

あるから して、 こういう 大事な ことに、 深い 注意 を 払 

うのだった。 

空気 服 点検 もお わった。 全員 異状がない。 

ぶしょ 

「着陸 用意。 全員 部署に つけ」 

ロケット はだん だん 高度 を 下げて いった。 一たん 艇 

内に たたみこん であった 翼 を 出し、 これに も 噴射 ガス 



「その 目的と いうの は、 何です ね」 

「今に 分る よ。 見て おいで」 

高級 艇 員と、 こんど 初めて 月世界 旅行に ついて 来た 

若い 艇 員との 間に、 こんな 話が とりかわされ ている。 

正吉 少年の 姿が 〔# 「姿が」 は 底本で は 「艇が 匕 見えな 

ヽ 

レ 

いや、 いや。 装甲車が 用意され ている そばに、 彼 は 

立って いた。 



勝手が ちがう 話 



わして、 ぎゆうと しめつけた。 

r ち、 ュこ： こ.. -こた 一 

キンち やん は、 大げさに 顔をしかめて、 悲鳴 を あげ 

た。 

「わる 口 をい うと、 おみやげ を 持って かえって やらな 

いよ」 

「え ッ、 お土産。 ああ、 そうか。 坊や、 いい 子 だから 

お土産 うんと 持って来て くんな よ。 ゥサギ の 子で もい 

いし、 ゥサギ がつ いた 餅で もい いからね」 

月の 中に ゥサギ が 住んで いると 思って いる、 キン 

ちゃんだった。 



は 思わなかった。 

そばへ 近づく と、 ますます おどろき は 大きくな つた _ 

ま 

鉄の 扉に は、 日本 文字が、 うす 彫りで 並んで いた。 「新 

に つぼん 探検隊 月世界 倉庫 第 九 号」 

こんなと ころに、 探検隊の 倉庫が あつたの か。 いつ 

たい 中には、 何が はいって いるので あろう か。 

「おや、 これ はお かしい ぞ。 門の 扉が こわれて いる。 

どうしたんだろう」 

カン ノ 博士の 声が、 電波に のって、 正吉の 受話器に 

も ひびいた。 なるほど、 扉の 下が 大きく ひん まげられ 

て、 犬 くぐりよりも やや 大きい 三角形の 穴が あいてい 



のこと といい、 洞 内の 扉が ひん 曲って いた ことと いい、 

今 また この 部屋から ルナ ビゥム がぬ すまれて いる こと 

といい、 これ はたし かに みんな 関係の ある ことなんで 

すよ」 

カン ノ 博士 は、 探偵の ような こと を 口走った。 

そのうし ろに ついて、 この 場の 様子 を 見入って いた 

正吉 にも、 これ は 重大 事件で ある ことが よく 分った。 

( 月世界に も やっぱり、 どろぼう や 一 ，- うとうが いるの 

かな あ？) 

正吉 はそう 思 つ て ため息 を つ いたが、 その どろぼう 

やごうと うよりも、 も つ とす ご い 者が この 月世界に い 



こうみゃく 

「たいへんな 仕事になります が、 ルナ ビゥム の 鉱脈 

の あると ころへ 行って、 もう 一 べん 掘 るんで すな あ。 

なにしろ ルナ ビゥム がなくて は、 どうす る こと も 出来 

ません よ」 

「その 仕事 は、 なかなか こんなんだ。 それに 日数が 相 

当 かかる かもし れん。 あまり 日数が かかる こと は 困る _ 

こんどの 探検 は、 残念 だけれ ど 一時 中止と して、 地球 

へ 引返す ことにしたら どうでしょう」 

隊長 は、 この 二つの 案 を 聞いて いて、 どっち も 正し 

いと 思った。 どっちになる か、 それ を 決定す る こと は 

むずかしい。 



頭 を はたらかせて、 なぞ を 早くと いて 下さい。 まず 人 

骨の 方から 調べ にか かりましょう」 

博士 は 倉庫の 入口の 方へ 歩き だした。 六 名の 者 は、 

その あとに 従った。 人骨 はさつ きのとお り 洞門の そば 

に 横たわつ ていた。 風化して、 ばらばら になって いた。 

しかし 骨片の 位置と その 数から して、 一 人の 人間の 骨 

である ことが 誰に もよ く 分った。 

「ねえ 諸君。 こういう こと を、 おかしい と 思いません 

ゝ I 

力」 

と カン ノ 博士が すいりの 糸口 を ほどき はじめた。 

「この 人骨 は 空気 服 もなん にも 着て いないです。 する 



心の ため 息をついた。 

「すると、 おじさん はま だ 生きて いるの かな。 おじさ 

んの ハンカチ ー フが 月世界に 落ちて いると すれば、 ど 

こか この 近所に おじさんが いるか もしれ ない」 

正吉 は、 新しい 希望 をつ かんだ ような 気がした。 し 

かし それ は 同時に、 新しい 心配の 種で もあった。 

カン ノ 博士 は、 ほかの こと を 考えて いた。 

(なぞの 人物 は、 なぜ 五 万年 も 前の 古い 人骨 を もって 

来て、 洞門の 中に 投げ こんでいた のだろう か。 それ は 

どういう 考えなん だろう) 

なぞ は、 その外に もあった。 五 万年 まえの 人骨が ど 



さて 探検隊の 前途に は 何が あるの か。 その 恐ろしき 

怪物の 一 団とは 何物の 群であろう か。 

卜 DV 谷 



話 は、 すこし 前に もどる。 

トロイ 谷へ 向った の は、 マル モ 探検隊 長の ひきいる 

二十 五名の 隊員で、 九 台の 装甲車に のって いた。 け わ 

しい 岩山 を、 いくたび か 上ったり 下りたり して、 隊員 



ちの 様子 をう かがって いる i (様ないで たちの 一 団 がそ 

ば 近くに いる ことに 気がつかなかった。 

その 異様ないで たちの 一団 は、 トロイ 谷 を 見下ろす 

峰々 から、 そっと マル モ隊を 見 まもって いた。 

彼ら は、 全身 を 甲虫の ような もので 包んで いた。 頭 

や 両手、 両足の あると ころ は マル モ隊の 人々 と 同じで 

あつたが しかし それ は、 マル モ 隊員が つけて いる 空気 

服みたい に すんなり とした もので なく、 わら 人形の か 

ら だに 鉄板 をう ちつけ たような 感じの する ものだった。 

そして その 鉄板 は、 横へ 長い ものが 重なり合つ ている 

かぶとむし 

と 見え、 甲虫のから だのよう であった。 



ィ谷 である。 道 は でこぼこ している 上、 どっちへ 走つ 

て もす ぐ 崖に つきあた りそうになる。 そうなる とス 

ピ— ドが 出せない、 いつの 間に か 装甲車の 上に 異人た 

ちが 三、 四 人ず つのって、 天井 を こわそうと、 大きな 

こぶし を ふりあげて、 がんがん と 叩く。 そこ を 叩き わ 

られて はたい へんだ。 

上に のって いる 異人た ち を、 銃で もって 射ちお とし 

たいと 思った が、 上に のって いるので は 射ちよう がな 

い。 おまけに 夜の 闇 は 深くて、 相手の 姿 をし かと 見つ 

ける の も 容易な ことで はな か つ た。 

(これ は 手お くれと なった かな。 もっと 早く、 武器 を 



と つ て 相手 を おっぱらう のがよ かった かな) 

隊長 も、 さすがに 暗い 気持ちに なった。 

たしかに 手お くれに 見える。 このまま では、 一 同 は 

異人 群の ために 捕虜になる か、 うち 殺される かの どつ 

ちか だ。 

ああ、 重大なる 危機 来る！ 

そのと きだった。 と つ ぜん 異人た ちが さわぎ だした 

装甲車の 上に いた 異人が 四 人、 五 人、 風に さらわれた 

ように 吹きとば された ので ある。 とまた つづいて 四、 

五 人が、 下に もん どり うってつ きおと された。 

「や、 カン ノ 君が、 かけつけて くれた ぞ。 カン ノ君は 



さじ ゆ-つ 

機銃で 異人た ち を 射って いるそう だ」 

マル モ 隊長の 受話器に も、 他の 隊員の 受話器に も、 

カン ノ 博士の 声が はいって 来て、 一同 を はげました。 

カン ノ 博士と 正吉 少年と、 その他に 三 名の 隊員が、 

装甲車の 上から、 異人た ちに もうれつな 機銃の 射撃 を 

おくって いた。 他の 一人の 隊員 は、 その 装甲車 を 操縦 

した。 ヘッドライト は 消して 近づいた ので、 異人た ち 

は、 ふい を くらった 形だった。 

この 機銃 は、 普通の ように 金属の 弾丸 を 射ち 出す 機 

銃ではなかった。 これに 使って いる 弾丸 は、 銃口から 

射ち 出される と 同時に、 その 弾丸の 中で 摂氏 五 百度の 



熱 を 発生す るよう になって いた。 しかも この 弾丸 は、 

この 熱の 発生と 共に 弾丸の 外側が ぐに やりと した ゴム 

のように 軟化し、 あたった 物に ぺったりと 付着す るの 

であった。 そうして、 叩き落とそう としても 離れない 

の だ。 

しかし 二 時間た てば、 熱 も 消え、 ぼろり と 落ちる。 

ねつ だん きゅう 

I これ は 熱 弾と いうが、 別に 「ぉ灸 の 弾丸」 ともい 

われる ものであった。 相手の 生命 をと ると いう ほど 危 

険な もので なく、 二 時間ば かリ 相手 を 熱さに なやませ 

る だけ だ。 つまり この 弾丸の 命中した もの は 二 時間お 

灸を すえられて いるよう な もので、 従って、 力なん か 



掘り だした ルナ ビゥム は、 必要 量の 三分の 一 にす ぎ 

なかった が、 今 は それでが まんす る ほかなかった。 一 

同 は 前のと おり 装甲車に 分乗し、 急いで トロイ 谷 を は 

なれた。 

一号 車の 中で、 マル モ 隊長 を 中に して、 カン ノ 博士 

などの 幹部 ゃ正吉 が、 今日 とつぜん 現われた 怪しい 相 

手に ついて、 意見 をのべ あった。 

「地球 をく い つめた 強盗 団の 一 味ではないでしょう 

ゝ I 

力」 

「彼ら は みんなば かに 力が 強かったです よ。 そして か 

らだ もずつ と 大きく 見えた」 



かの 人物 は、 両手 を あげて、 よろめきながら はいつ 

て 来た。 そして 急いで 自分の かぶって いた 兜 をぬ い 

だ 

ああ、 その 下から 現われた の は、 正しく 地球人の 顔 

だった。 苦労に やつれた 白髪の 老人の 顔だった。 

「あ、 おじさん。 ぼくです。 正吉 です」 

老人の 方へ かけだし ていった 少年 こそ、 もちろん 正 

吉 であった。 
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ける ことにな つたの だ。 

ここ 当分 は、 たいくつな 航空が つづく。 いかに 

きゅうねん リ よう 

希有 燃料 ルナ ビゥム をた くさん 使っても、 火星に おい 

つくまでに は、 約 三 ヶ月の 日数が かかる 計算に なって 

いた。 

乗組員た ち は、 今から たいくつ になって はたい へん 

だと、 たいくつ を まぎらす ための、 いろいろな 工夫 を 

ァ J 、ら す。 

将棋の ト— ナ メント 競技 を 計画して、 入会 をす すめ 

る 者が ある。 

卓上べ ー スボ— ルのリ ー グ戦 をす る メンバ ー を 募集 



それから 正吉 は、 艇長 室へ いった。 

そこで は マル モ 隊長 を はじめ、 カン ノ 博士 や スミレ 

女史、 それから カコ 技師 も あつまつ ていた。 

しらがあたま まじ 

もう 一人、 モウ リ 博士の 白髪頭が 交って いた。 博士 

は、 さっきまで 寝て いた はず。 ここへ 出て きたの は、 

疲れが 直った からであろう。 思いの ほか 元気な 老 博士 

だった。 

みんな は、 モウ リ 博士の 話に 熱心に 聞き入つ ている _ 

「おお、 正吉 か。 ここへ おかけ」 

博士 は、 にこに こと 正吉の 方へ 笑顔 を 見せて、 すぐ 



なる のが、 この 回転 扉 だ。 そこで この 回転 扉 を まわし 

て 中へ はいると、 その 奥に は、 またもや 下へ 下 リるト 

ン ネルが ある。 構造 は、 さっきの トンネルと 同じ こと 

で、 まん 中のと ころ は 『おすべ り』 がで きる ようにな つ 

おおじ.？' ナ 

ており、 両側に は 階段が ついている。 なかなか 大 仕掛 

だ」 

「すると 月 人 は、 土木工事に 優秀な 腕前 を 持って いる 

と 見えます ね」 

「そうだよ。 わし もた しかに それ を 認める。 月 人 は、 

あの 寒冷で 空気の ない 地面 を 持って いる 月世界に、 自 

分た ちの 生命 をつな ぐた めに は、 土木工事に 上達し な 



いわけに はいか なくなつ たんだ。 つまり、 月 人 は、 土 

地 を 掘って、 地中へ、 地中へ、 と下リ ていつ たんだよ。 

表面 は 寒冷で も 中 はずつ と 暖かい からね。 それに、 空 

気 は 月の 表面から とび 散って しまったが、 地中に はい 

くら かそれ が 残って いたの だ。 だから 月 人 は、 地中 深 

く 姿を消し、 そして その子 孫が 今 もな お 生命 をつな い 

でい るんだ。 全くけ なげな 連中 だ」 

モウ リ 博士 は、 力 を こめて、 そういった。 月 人 を 恐 

怖す る 博士 も、 これまでに 月 人が たどった 運命と、 

I 耐づ よい 努力と に は、 同情し、 敬意 を もってい るの 

だった。 



と、 そのと き、 月の ごく 近く を、 かなり 大きい 彗星が 

すれちがった。 そのと き 月の 表面へ、 はげしく 彗星の 

一部分が 衝突した。 そのと き、 たくさんの 月 人が 死ん 

だ。 彗星が 去った。 そのと きに、 月世界の 表面から 空 

気が なくなつ たという 話 だ。 これ は 月 人が 子孫に いい 

つたえて いる、 いわゆる 伝説なん だ。 だが、 これ はた 

しかに ほんとう のこと らしく 思われる」 

モウ リ 博士の 話 は、 いよいよ 奇怪 味 を 増して くる。 

「月 人 は、 今 いろいろな 方法で もって、 地中で 空気 を 

せん 

製造して いる。 われわれ 地球人が、 水道の栓 を ひねつ 

て、 水 を 出しての むように、 月 人た ち は、 自分の 家 I 



I それ はもち ろん 地下の 穴 倉 式の ものなん だが、 そこ 

に 住んで いて、 部屋に ひいて ある 管から、 必要のと き 

に 空気 を 出して 吸って 生きて いる。 そして さっき 話し 

たように、 空気が 割れ目な ど を 通って 地面の 外へ にげ 

る こと をお それ、 地表と 地中との 交通路 は、 空気 をな 

るべ く 洩らさな いように、 厳重な 仕掛かりで ふせいで 

ある」 

「なるほど。 それで さっきの トンネル や 回転 扉の 話と 

つづ くんです ね」 

ためいき 

一座 は 感動して、 みんな 溜 息をついた。 有名な 探検 

隊長と して 知られて いる マル モ • ケン さえ、 モウ リ老 



「ええ、 その 原因が 分かりました から、 もう 安心して 

レ ます」 

ほ. R 

スミレ 局長 は 朗らかに い つた。 

「すると、 通信 能力 はもう 前の ように 回復し たんです 

か」 

「さっぱり だめな のよ」 

通信が うまくで きないのに、 朗らかに 笑って いる ス 

ミレ 局長の 気持ちが、 正吉に はよ くの みこめなかった。 

「それじゃ 困る です ね」 

「でも 仕方がな いのよ。 あたした ちの 力で はどうに も 

うちゅうじん 

ならない ことなん です。 火星の まわりに は、 宇宙塵が 



ぶので すか」 

「宇宙の 塵 だから、 大きい のです よ」 

ま； i て...，' 

「そんな 大きな 塵に ぶつつ かられたら、 本艇 なんか ひ 

とた まりもな くこ われて しまう じゃありません か」 

「そうです とも。 幸いに も、 さっき 本艇に 衝突した の 

は、 小さい 岩く らいの ものだった のでしょう。 あ、 信 

号 灯が ついた。 わたし をよ び 出して います。 めんどう 

な 仕事が はじまる のでしょう。 あなた も 早く、 消火 区 

へ 行って お働きなさい」 

スミレ 女史 は正吉 にそうい つて、 受話器 を 頭に かけ 

た。 



ぶって いるの かいない のか、 区別が つかない ほど だつ 

た。 この 中へ 送り こむ 酸素 タンク は 背中に とりつけて 

あった。 

艇 外へ 出た 作業員た ち は、 みんな 火星が はじめてで 

あつたから、 火星の 引力に なれて いなかった。 そのた 

めに 彼ら は、 意外な 失敗 をく リ かえした。 つまり、 火 

星で は 重力が 地球の 重力の 三分の 一し かない。 だから 

一 メ —„ ^ル 高く とびあがる つもりで とびあが ると、 そ 

れ より 三倍 高く 三メ —„ ^ル 上まで 身体が あが つ てし ま 

うの だ。 これ は 愉快な ことで もあった が、 同時によ け 

いなこぶ を こしらえる 原因と もな つ た。 



さぎ よ 

に 立ちす くんだ。 いったい その 奇魚 はなんで あつたろ 

ク ゝ o 

う 力 

かいぎょ 

にらむ 陸^ 



正吉 の おどろきの 声に、 こんど は キンち やん がお ど 

ろいて うしろの 林の 中から かけつけた。 

「どうしたい、 ちび だんな」 

「しい ッ」 



知らせ るんだ よ」 

「しい ッ。 また、 水面から 顔 を 出す よう だ」 

しずかだった 水面に、 今 は あちこちに、 小さな 波紋 

が 見えて いる。 いや、 それ は 波紋で はなく、 あの 奇妙 

な 魚が 水面に 自分の 目 を 出して、 岸に いる 正吉 たちの 

様子 をう かが つ ている の だと 分か つ た。 

「しずかに してい るんだ よ。 怪物 どもが すっかり 姿 を 

ずう ずう 

あらわして、 図々 しくなる まで、 ぼくたち は 石の 像の 

ように しずかに してい るんだ よ」 

と、 正吉は キン ちゃんに くりかえし 注意 を あたえた _ 

正吉の 予想 は あたった。 



その 奇魚 ども は 間もなく 水面に、 大きな 顔 を 出した _ 

それ は、 正吉 たちが 見なれ ている 魚の ようにと がった 

顔 をして いないで、 こぶの ような 丸味 を もっていた。 

そしてと び 出した 二つの ぐり ぐり 目玉が、 しきりに 動 

いた。 

「ふ— ン。 あれで も 魚 かしらん」 

と、 キンち やん は、 思わずう なった。 

「それ は 魚に ちがいな いさ。 水の 中に すんで いるんだ 

もの。 そして、 ほら ひれみ たいな ものが あるし、 顔 だつ 

て 魚に 属する 顔付き じ やない か」 

正吉 が、 ひそひそと ささやいた。 



るんだ よ」 

「え ッ。 話 をし あう つて。 魚と 魚と 話が できる のかい 

いや あ、 たいへん だ、 いよいよ お化け 魚と きまった。 

とてもた ベ られる しろもの じ やない」 

キンち やん は 青くな つた。 

「あの 様子 を 見る と、 あの 怪魚は ぼくらの 知っている 

魚よりも、 ずっと 高等動物に ちがいない。 ほら、 あの 

怪 lg たち は 〔# 「怪 魚た ち は」 は 底本で は 「怪 魚た ちに 匕 

さっきから ぼくらの いるの を 知ってい るんだ よ。 だか 

ら怪 魚た ち は スクラム を くんで、 じ わじ わと こっちへ 

近づいて 来る」 



カン ノ 博士 の 顔色が 変わ つ た。 

スミレ 女史 も、 息をつめて 光る 怪 塔の 方へ、 大きな 

両眼 を くぎづけに している。 

探検隊 長の マル モ. ケン だけ は、 さすがに 探検の 場 

かず を ふんで にゃにゃ 笑いながら 怪塔を 見 まもつ てい 

る。 

「隊長。 私 は 夢を見て いるんで はないで しょうね」 

マル モ. ケン のと ころへ、 よろよろ とよろ けて 走つ 

たの はカコ 技師だった。 

「夢 じ やない よ。 カコ 君、 しっかり 目 を 開いて、 よく 

見て おくんだ な」 



わしに 報告しても らいたい な」 

宇宙 弾の 説明 を、 マル モ 隊長 は、 それ 以上し ないで、 

笑いに まぎらせた。 カコ 技師 は、 ようやく 気が おちつ 

いてく るの を おぼえた。 

(そうだ。 技術者た る ものが、 こんな 場合に あわてる 

の ははず かしい。 よろしい。 あれ はなんだ か 正体 を 見 

やぶ つ て やろう) 

そうがんきょう 

彼 は、 双眼鏡 をと りあげ、 光る 怪 塔へ ぴったり とつ 

けた。 

正吉と キン ちゃんが、 肩 をなら ベて、 光る 怪塔を ぼ 

かんと ながめて いる。 
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